
これらの構成と要件に関する詳細情報については、このドキュメントの後半に一覧表示されています。 

このドキュメントの最終更新日は、2021 年 4 月 2 日です。このドキュメントの最新バージョンが与えられて
いることを確認するには、こちらを確認してください: 

https://www.microsoft.com/ja-jp/download/details.aspx?id=54778 

 

Office 365 SharePoint 評価: 前提条件および構成 

このドキュメントでは、Office 365 SharePoint 評価の構成に必要な手順を説明します。 

現在、データ収集のプロセスは、データ収集マシンが必要なオフライン評価クライアントを使用して、実行され

ています。 

データ収集マシン 

このシナリオは、データ収集マシンが Office 365 テナントに直接接続できる場合に使用できます。データ収集

マシンとして指定するコンピューターが 1 つ必要になります。そのコンピューターは、Office 365 テナントに

関連する構成データを収集するために、インターネットにアクセスできる必要があります。 

データ収集マシンは、ドメインに参加している必要はなく、スタンドアロン マシンにすることができます。こ

のデータ収集マシンには、インターネット接続が必要です。 

 

Office 365 Exchange 評価: 前提条

件および構成 

http://www.microsoft.com/en-us/download/details.aspx?id=54778
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システム要件および構成の概要 
使用するシナリオに従って、次の詳細を確認し、必要な要件を満たしていることを確かめてください。 

サポートされているバージョン 

• Office 365 SharePoint Online 

アカウントの要件 

• ユーザー アカウントの権利: 

o Office 365 の Global Administrator 

o フェデレーション アカウントはサポートされていません。 

アクセス許可: 

Log Analytic ワークスペースと Services Hub へのエンジニアと TAM の割り当て 

• TAM は、エンジニアを顧客の Services Hub に招待して、そのハブ内の情報にアクセスします。

Microsoft Services からの招待メール – 件名: Microsoft Services Hub への招待。 

• 顧客の Log Analytic ワークスペースへの [読み取りアクセス権] の付与は、顧客によって管理および制

御される手動プロセスです。このアクセス権は、顧客による確認後、手動で削除される必要があります。 

Azure Monitor でログ データとワークスペースを管理する 

https://docs.microsoft.com/ja-jp/azure/azure-monitor/platform/manage-access 

Azure の要件 

• Azure サブスクリプションを利用します。貴社が Azure サブスクリプションをお持ちでない場合、こち

らをクリックしてサブスクリプションをご利用ください。 

• Services Hub および Azure サブスクリプションのアカウントをリンクすることができる 

データ収集マシンの要件 

• データ収集マシンのハードウェア: 最小 4 ギガバイト (GB) の RAM、2 ギガヘルツ (GHz デュアル コア 

プロセッサ、最小 2 GB の空きディスク領域。 

o ハイ エンド ワークステーション: Windows 10 – 64 ビットのみ 

o サーバー: Windows Server 2019、Windows Server 2016 – 64 ビットのみ 

o PowerShell バージョン: 5.0 以降 

• データ収集マシンのソフトウェア要件: スタンドアロンまたはドメイン参加マシン。 

• データ収集マシンは、HTTPS を使用してインターネットに接続し、Office 365 テナントに接続できる必

要があります。 

• タスク セットアップ用のローカル管理者の権利を持つローカル管理者アカウントまたはドメイン アカウ

ント。 

https://docs.microsoft.com/en-us/azure/azure-monitor/platform/manage-access
https://docs.microsoft.com/en-us/services-hub/health/azure_sponsored_subscription
https://docs.microsoft.com/en-us/services-hub/health/azure_sponsored_subscription


 

データ収集マシンのセットアップ 

Microsoft Unified Support ソリューションを構成する 

Office 365 SharePoint 評価を開始するには、次を実行する必要があります: 

1. https://serviceshub.microsoft.com に移動し、[正常性] -> [評価] の順に移動します 

2. まだ実行できていない場合は、Services Hub を Azure サブスクリプションに接続する必要があります。

Azure サブスクリプションをお持ちでない場合、1 つ作成する必要があります。 

3. アカウント (このアカウントは、ターゲット サブスクリプションでは Azure サブスクリプションの所有

者/共同作成者ロールである必要があります) のドロップダウン メニューをクリックし、[Log Analytics 

ワークスペースを編集する] を選択してください 

 

4. ターゲット Azure サブスクリプションを選択します (ドロップダウン リストには、お使いのアカウント

がアクセス権を持っている Azure サブスクリプションのみ一覧表示されます)。Azure サブスクリプショ

ンをお持ちでない場合、[新規作成] リンクをクリックして、新しいサブスクリプションを作成できます

。Azure サブスクリプションの選択後に、[次へ] をクリックします。 

 

https://serviceshub.microsoft.com/


 

5. 評価目的で使用する Azure Log Analytics ワークスペースをドロップダウン リストから選択し、既に作

成されたものをお持ちでない場合、[新規作成] リンクをクリックして新規に作成します。ワークスペー

スの選択後に、[次へ] をクリックします。 

 

Services Hub と Azure Log Analytics ワークスペース間のリンクを正常に確立したことを示すものとして、お

めでとう画面が表示されます。 

6. [ここをクリックして評価に移動する] をクリックして、SharePoint Online のオンデマンド評価を作成

します 

 

7. 事前に確立された接続が既にある場合は、Services Hub ポータルから [正常性] ドロップダウン メニュ

ーをクリックし、[評価] を選択して評価に移動し、SharePoint Online のオンデマンド評価を作成する

か、既存の評価を管理します。 



 

 

8. [すべての評価を表示する] をクリックし、すべての評価を表示する必要があります。 

 

9. [Office 365 SharePoint] をクリックします。 

 

10. [評価を追加する] をクリックします。 

 

11. [今すぐ構成する] ページの手順に従って、評価をセットアップする 
 



 

 

12. 前提条件およびセットアップのドキュメントをダウンロードし、評価のセットアップと環境からのデータ

収集の開始の両方を確認してください。 

 



 

Azure Log Analytics から Microsoft Monitoring Agent のセットアップ ファイルをダウンロ

ードおよびインストールする 

指定されたデータ収集マシンで、次を実行してください: 

1. Azure ポータルで Log Analytics に移動します；それを見つけるには、[すべてのサービス] をクリック

し、フィルター フィールドに「Log analytics」と入力します 

 

存在する場合はワークスペースを選択するか、または新しく作成します。 

 

2. [詳細設定] アイコンをクリックします。 

 



 

3. [接続されたソース] をクリックし、[Windows Servers] を選択します。 

4. コンピューターのプロセッサのタイプに適用可能な [Windows エージェントをダウンロードする] リンク

をクリックし、セットアップ ファイルをダウンロードします。別のマシンにエージェントをダウンロー

ドしたら、セットアップ ファイルをデータ収集マシンにコピーします。 

注意: 監視クライアントが System Center Operations Manager (SCOM) 用にインストールされている場
合は、セットアップではエージェントのアップグレードだけが行われるので、既存の設定は維持されます
。アップグレードには、以下の構成手順は含まれません。 

 

5. セットアップを実行して、エージェントをインストールします。 

6. ようこそ ページで [次へ] をクリックします。 

 

7. ライセンス条項ページでライセンスを確認し、[同意する] をクリックします。 

 



 

 

8. インストール先フォルダー ページで、既定のインストール フォルダーを変更または保持し、[次へ] を

クリックします。 

 

9. エージェントのセットアップ オプション ページで、[エージェントを Azure Log Analytics (OMS) に接

続する]オプションを選択します。[次へ] をクリックします。 

 



 

10. ダッシュボードの設定 ページの概要で、[接続されたソース] をクリックし、Log Analytics ポータルの

ワークスペース ID とワークスペース キー (プライマリ キー) をコピーして貼り付けます。(ヒント: [

コピー] ボタンをクリックし、エージェント セットアップ フィールドに貼り付けます)。 

11. [Azure Commercial] を選択するか、または Azure US Government クラウドを使用している場合は、

[Azure クラウド] ドロップダウン メニューから [Azure US Government] を選択し、[OK] をクリックし

ます。 

 

12. Microsoft Update ページで、必要に応じて [更新プログラムを確認するときに Microsoft Update を使

用する (推奨)] を選択し、[次へ] をクリックします。 

 



 

13. [インストールの準備完了] ページで選択内容を確認し、[インストール] をクリックします。 

 

14. [Microsoft Monitoring Agent の構成が正常に完了しました] ページで、[完了] をクリックします。 

 

15. 完了すると、コントロール パネルに [Microsoft Monitoring Agent] が表示されます。そこで構成を確

認して、エージェントを Log Analytics に接続していることを確認できます。Log Analytics に接続す

ると、エージェントでは、次のようなメッセージを表示します: Microsoft Monitoring Agent を Log 

Analytics サービスに正常に接続しました。 



 

データ収集マシンをセットアップしたら、テクノロジごとの前提条件および構成のドキュメントに従って、評価

のセットアップを続行します。 

16. MMA サービスを再起動します 

 

17. 以下に存在するフォルダーを確認します: 

C:\Program Files\Microsoft Monitoring Agent\Agent\PowerShell 

 

Azure で新しい MS アプリケーションのセットアップを続行する前に、フォルダーが利用できることを確

認します 

注意: New-MicrosoftAssessmentsApplication コマンドの実行中に、以下の設定を有効にして、認証のポ
ップアップ プロンプトを有効にする必要がある場合があります。 

18. インターネット オプションに移動し、JavaScript を有効にします: 



 

 

19. フレンドリ管理 URL が構成されている場合は、SharePoint Online 管理センターの URL を次のような信

頼済みのサイトに追加します: https://tenantname-admin.sharepoint.com または 

https://admin.tenantname.com 



 

Microsoft Assessment Azure AD アプリケーションをセットアップする 

有効な MFA アカウントの場合 

1. 管理者として PowerShell を開き、データ収集マシンで次を実行します。 

New-MicrosoftAssessmentsApplication 

このスクリプトが実行され、Global Administrator の資格情報の入力を求められます 

2. 「Y」と入力し、パッケージをインストールします。 

 

これにより、AzureAD のプレビュー モジュールをインストールします 

 



 

3. 資格情報プロンプトでは、Global Administrator のアクセス権限を持つアカウントを入力してください

。 

 

4. PS: Windows Server 20** の場合は、IE セキュリティ強化を無効にする必要があるかもしれません 

 

5. ログインするための画面が表示されるので、Global Administrator アカウント、パスワードおよび MFA 

コードを使用してください 



 

6. MFA 要件のメッセージの後に、もう一度サインインするように画面が表示されます。Global Admin の資

格情報と MFA コードを使用します 

 

 

7. MFA コードを入力します 



 

8. GA アカウント、パスワードおよび MFA コードを使用してもう一度ログインするための画面が表示されま

す 

 

9. Azure アプリケーションの作成が完了すると、ブラウザーが起動し、Global Admin アカウント、パスワ

ードおよび MFA コードを使用してもう一度ログインするための画面が表示されます。 

PS: すべてのプロンプトはブラウザーに表示されます。 

 



 

 

 

 

10. アクセス許可要求に同意するための画面が表示されます 



 

 

11. さらに、Azure 環境にログインしている状態になります。 

 

12. Azure で、[Azure Active Directory] → [アプリの登録]  の順に選択し、「Microsoft 評価」アプリ

が存在することを確認します 



 

 

13. Microsoft 評価アプリケーションをクリックして開き、[API アクセス許可を表示する] をクリックしま

す。 

 

14. SharePoint アプリのアクセス許可セクションが作成されていることも確認します。 



 

 



 

無効な MFA アカウントの場合 

1. 管理者として PowerShell を開き、データ収集マシンで次を実行します。 

New-MicrosoftAssessmentsApplication 

このスクリプトが実行され、グローバル管理者の資格情報を入力するように求められます。 

2. 「Y」と入力し、パッケージをインストールします。PS: このコマンドにより、AzureADPreview モジュー

ルがインストールされます。この手順の一環としてインストールされていない場合は、Azure AD プレビ

ュー モジュールをインストールしていることを確認してください。 

 

 

3. 資格情報を設定したら、複数のオブジェクトへの読み取りアクセス権を要求するブラウザーが開くので、

アクセス要求を確認し、[同意する] をクリックします。 



 

 

 



 

 

4. アプリのセットアップが完了しました。[同意する] をクリックすると、Azure Portal が開きます。 

5. Azure Portal で、左のナビゲーションの [Azure Active Directory] に移動します。 

 

6. [すべてのサービス] → [アプリ登録] の順にクリックします 



 

 

7. [すべてのアプリケーションを表示する] をクリックします 

 

8. 新しい Microsoft 評価アプリケーションが一覧表示されます 

 

クラシック ワークフローを表示するためのアクセス許可の設定 (ワークフロー レポートが必

要な場合) 

1. Azure ポータルで、[Azure Active Directory] > [アプリの登録] の順に選択し、右ウィンドウに「

Microsoft 評価」アプリが存在することを確認します。 

 

2. Microsoft 評価アプリケーションをクリックして開き、[API アクセス許可を表示する] をクリックしま

す。 



 

 

3. ページの中央の構成済みのアクセス権で、[アクセス許可の追加] ボタンをクリックし、Microsoft API 

タブの右側のウィンドウで [SharePoint] を選択します。 

 



 

 

4. アクセス許可の種類では [アプリケーションのアクセス許可] をクリックし、これにより、選択するアク

セス権の一覧の下部が開かれる必要があります。 

 

5. [Sites.FullControl.All] オプションを選択し、下部の [アクセス許可の追加] ボタンをクリックします

。アクセス許可の更新の通知を受け取る必要があります。 



 

 

6. このアクセス権は管理者の同意を必要とするため、画面の先頭にスクロールし、中央の [管理者の同意を

付与する] をクリックします。管理者の同意を付与するために、確認プロンプトの [はい] をクリックし

てください。 

 

7. 評価の実行を完了した後にこのアクセス許可を削除する必要がある場合は、もちろん、それを削除できま

すが、それ以降の実行ではクラシック ワークフローが報告されません。 

8. 管理者の同意の [Sites.FullControl.All] アクセス権を取り消すには、API のアクセス許可内で、

SharePoint のアクセス権のカテゴリで一番下までスクロールし、[Sites.FullControl.All] に対応する

右側で省略記号ボタン (…) を選択し、[管理者の同意の取り消し] をクリックして、プロンプトの [は

い、削除します] を確定します。 



 

 

 

9. [Sites.FullControl.All] アクセス権を削除するには、API のアクセス許可内で、SharePoint のアクセ

ス権のカテゴリで一番下までスクロールし、[Sites.FullControl.All] に対応する右側で省略記号ボタン 

(…) を選択し、[アクセス許可の削除] をクリックし、プロンプトの [はい、削除します] を確定します

。 

 



 

 

 

10. [Sites.FullControl.All] アクセス権の取り消しおよび削除後に、SharePoint のカテゴリの最終的なア

クセス許可が上記のアクセス権の一覧のようになっていることを確認してください。 



 

前提条件となるコマンドレットをインストールする 

Azure AD Preview モジュールは、Microsoft .NET Framework および Windows PowerShell の既定のバー

ジョンを使用する次の Windows オペレーティング システムでサポートされています: Windows 8.1、

Windows 8、Windows 7、Windows Server 2012 R2、Windows Server 2012、または Windows Server 2008 

R2。 

お使いのコンピューターがインストールのすべての前提条件を満たしている場合は、管理者として以下を

実行しながら、PowerShell 5.0 以上を介し、Install- Module コマンドレットを使用してモジュールを

インストールできます: 

Set-ExecutionPolicy -ExecutionPolicy RemoteSigned 

Install-Module MSOnline 

Install-Module Microsoft.Graph 

Install-Module -Name Microsoft.Online.SharePoint.PowerShell -AllowClobber –Force 

Uninstall-Module SharePointPnPPowerShellOnline -Force –AllVersions 

Install-Module PnP.Powershell -AllowClobber –Force 

Import-Module MSOnline –Verbose 

Import-Module Microsoft.Graph –Verbose 

Import-Module PnP.Powershel –Verbose 

Import-Module Microsoft.Online.SharePoint.PowerShell –Verbose 

SharePoint Online Assessment のセットアップ 

指定されたデータ収集マシンで次の手順を実行します: 

1. 評価データ用に作業ディレクトリを作成します。例: C:\SPOAssessment。 

 

2. Windows PowerShell コマンド プロンプトを管理者として開きます 

 



 

3. 次のコマンドを実行します: 

4. このコマンドでは、<Directory> が環境からのデータを収集および分析している間に作成されたファイル

を保存するために使用する既存のディレクトリへのパスになります。 

Add-SharePointOnlineAssessmentTask –WorkingDirectory <Directory> 

例: 

Add-SharePointOnlineAssessmentTask –WorkingDirectory “C:\SPOOA” 

 

5. ツール マシン上でスケジュールされたタスクを実行できるアカウントを入力するように求められます。

必要なユーザー アカウントの資格情報を入力して、スケジュールされたタスクを実行します。これらの

資格情報は、SharePoint Online Assessment を実行するために使用されます。 

メモ: 

• 評価タスクのセットアップに使用するアカウントは、ツール マシンのローカル管理者である必要があ
り、ツール マシンの完全な管理者権限を持つローカル アカウントまたはドメイン アカウントになる
場合があります。ローカル アカウントを使用する場合は、単にアカウント名とパスワード入力し、ド
メイン アカウントを使用する場合は、ドメイン\アカウントの形式を使用してください。 

• 評価タスクをセットアップする場合に、スケジュールされたタスクを実行するために使用するアカウ
ントが、ログインして評価タスクをセットアップするために使用するアカウントであることを確認し
てください。 

6. 必要な構成に基づいてスクリプトが続行されます。データ収集をトリガーするスケジュールされたタスク

が作成されます。 

7. データ収集は、名前 SharePointOnlineAssessment のスケジュールされたタスクにより、前のスクリプト

の実行後 1 時間以内、それから 7 日ごとにトリガーされます。タスクは、別の日時に実行するように変

更できます。または、強制的に一度に実行することもできます。 

8. [タスク スケジューラ] でタスクが作成されたことを確認したり、そのタスクを [右クリック] して 実

行したりできます。 



 

 

9. 収集および分析している間に、次の構造を使用し、セットアップ時に構成された WorkingDirectory フォ

ルダーの下にデータが一時的に保存されます: 

 

10. タスクを完了したら、XML ファイルが DataModel フォルダーの下に作成されたことを確認できます。 

 

11. MMA サービスを再起動すると、[new] のプレフォックスを持つ SharePointAssessment フォルダー ファ

イルに気付くでしょう。 



 

 

12. MMA エージェントの再起動後に、「new」のプレフィックスが 「processed」に変更されます 

 

13. ツール マシンでのデータ収集および分析が完了すると、そのデータが Azure Log Analytics ワークスペ

ースに送信されます。 

注意: データ収集には 30 分から 60 分かかります。 



 

14. 評価結果を Services Hub ダッシュボードに表示できるようになります。[SharePoint Online 

Assessment] をクリックし、[すべてのレコメンデーションを表示する]をクリックして、次を確認します

: 

 

15. 重点領域によってグループ化された検出結果が表示されます。 

 

 



 

付録 

データ収集メソッド 

Office 365 SharePoint Assessment では、複数のデータ収集メソッドを使用し、環境からの情報を収集します

。このセクションでは、環境からデータを収集するために使用されるメソッドについて説明します。データ収集

に Microsoft Visual Basic (VB) のスクリプトは使用していません。 

データ収集ではワークフローとコレクターを使用します。コレクターは次のとおりです: 

1. Microsoft Graph API 

2. Microsoft PowerShell 

• SharePoint モダン化スキャナー 

Microsoft Graph API 

Microsoft Graph API は、Office 365 セキュア スコアに関するデータを取得するために使用されます。 

Microsoft PowerShell 

PowerShell は、Azure AD と Office 365 の両方のデータを収集するために使用されます。PowerShell では、

Azure PowerShell からのコマンドレット、SharePoint Management Shell とパターンとプラクティス (PnP) コ

マンドレットを使用し、テナントに関する必要な構成設定に接続してプルします。 

SharePoint モダン化スキャナー 

見た目では分かりませんが、SharePoint モダン化スキャナーでは、SharePoint Online CSOM を使用して、サイトの最新化

を目的として分析や推奨事項に使用されるサイト レベルの構成を収集します。既定では、スキャナーはテナントのクラシッ

ク サイトからのみデータを収集します。クラシック サイトだけではなく、その他のレポートも必要な場合は、スキャナー

のデータ収集元となるサイトの URL の一覧を含む、カスタムの CSV 入力ファイルを構成できます。 

スキャナー用のカスタム入力ファイルのセットアップ (任意): 

• 既定では、最初にオンデマンド評価を実行すると、この操作により、SharePoint Online Assessment タ

スクの作成用にスケジューラで構成された作業ディレクトリ (例: C:\ODA_SPO5) の下に 「

SPOModernizationScannerData」フォルダーが作成されます。以下の例では、“C:\ODA_SPO5” が 

SharePoint Online Assessment の作業ディレクトリになります。 

 

• 手動でタスク スケジューラからまたは予定どおりにデータ収集を開始すると、「

SPOModernizationScannerData」フォルダー内で、毎回 「SPOScannerDefaultInput.csv」ファイルが生成

されることを確認できます。 

 



 

• SPOScannerDefaultInput.csv には、テナント内のクラシック サイトの URL が含まれます。これは、ス

キャン用に既定で SharePoint モダン化スキャナーによって使用されます。 

• 異なるサイトの一覧に変更してスキャンする場合は、SPOScannerDefaultInput.csv のコピーを作成する

か、次の名前を持つ URL の一覧を含む独自のファイルを作成できます: 以下のような形式の 

SPOScannerCustomInput.csv: 

 

• スキャナーを実行するサイトのカスタム リストで最初の評価を始める場合は、「

SPOModernizationScannerData」フォルダーを手動で作成し、前の手順で SPOScannerCustomInput.csv と

して確認したファイル名を持つカスタム CSV ファイルを配置する必要があります。 

• SPOScannerCustomInput.csv ファイルのサンプルは、次のようになります: 

 

Office 365 評価 – 認証モデル 

Office 365 評価では、次の 2 つのメソッドを使用してデータを収集します: 

1. Microsoft Graph 

2. PowerShell コマンドレット 

3. SharePoint モダン化スキャナー 

Graph API 

評価では、Azure で作成したアプリを使用して、Microsoft Graph に接続し、そこからデータを抽出します。アプリへの読

み取りのアクセス許可が OAuth を使用して付与されています。データ収集マシンには、Microsoft Graph から順番にデータ

を取得する Azure アプリに接続するために使用される証明書が与えられています。 

評価のセットアップ中に、アプリを作成し、それに関連する読み取りのアクセス許可を付与し、Microsoft Graph に対して

クエリを実行できるようにするためには、グローバル管理者が必要です。 

セットアップが完了したら、この部分の評価では、アカウントの要求なしで、証明書を介してアプリでデータを収集します

。アプリには、特権モデルを使用してデータ収集するのに役立つ、読み取りアクセス権のみ与えられています。 

PowerShell コマンドレット 

また、この評価では、次のコマンドレットを使用して Office 365 からデータを収集します: 

• Azure AD コマンドレット 

• SharePoint Online コマンドレット 



 

• SharePoint Online PnP コマンドレット 

現在、これらのコマンドレットは、手動で実行するために設計された、ログインの先進認証をサポートしていま

す。これは、認証要求を処理するよう求めるプロンプトにより、MFA を使用するアカウントに対して先進認証の

サポートが行われるということです。 

この評価では、スケジュールされたタスクを介して自動化された方法で、データを収集します。このようなデー

タ収集は、プロンプトが生成されることなく、自立的に実行されるように設計されています。これは、認証中に 

MFA のアカウントのプロンプトが表示されないためにアカウントが認証できない場合、MFA が有効なアカウント

に関する問題を引き起こします。 

現在、OAuth をサポートするコマンドレットでは、PG を使用しています。OAuth を完全にサポートするコマン

ドレットを使用すると、Azure アプリを使用し、コマンドレットからの要求を認証できるようになります。その

際、この操作により、MFA がないアカウントを使用するための現在の要求、および Global Admin アカウントを

使用するための要求が削除されます。 

SharePoint モダン化スキャナー 

SharePoint モダン化スキャナー ツールでは、OAuth 認証機構を使用する Azure AD アプリベースの認証を利用

します。前に説明したとおり、SPO スキャナーは既定で、コレクション用に Azure AD アプリの 

Sites.Read.All API のアクセス許可のみ使用します。オプションとして、ワークフローに関連するデータを収

集する必要がある場合は、Sites.FullControl.All の Azure AD アプリを提供する必要があります。 

また、SharePoint モダン化スキャナーは、評価を最初に実行するときに、.NET Web クライアントを使用して自

動的にダウンロードされます。最初の実行後、スキャナーのバージョン チェックは、評価が実行されるたびに

発生します。スキャナー チェックでは、バージョンをチェックして確認し、現在のバージョンが最新ではない

場合のみ、最新のものをダウンロードしてください。 

ダウンロードは、SharePoint モダン化スキャナーのGitHub リポジトリで実行されます。お分かりのように、ダ

ウンロードでは HTTPS エンドポイントのみを使用し、その上さらに、SHA512 ビットのチェックサムの一致では

データの整合性とセキュリティを確認します。 

前提条件のエラーを表示する 

イベント ビューアーを確認し、前提条件に関するエラーを表示できます。 

 

https://github.com/pnp/sp-dev-modernization/tree/master/Tools/SharePoint.Modernization/Releases

